
発行所　兵庫県保険医協会

　　　　 〠650-0024 神戸市中央区海岸通1丁目2-31
　　　　 神戸フコク生命海岸通ビル5F ☎078･393･1801
　　　　 （1部350円送料共･年間購読料12,000円）
　　　　 振替01190-1-2133
（会員の購読料は会費に含まれています）

http://www.hhk.jp/第 号

税金・融資のご相談は☎078－393－1817へ。 保険医年金・休業保障・グループ保険のお問い合わせは☎078－393－1805へ。（朝９時30分から)

(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

第 48 回 総 会第 48 回 総 会

1816
2016年 6月15日

２０１６年(平成２８年)６月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１８１６号（１）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

2016年度診療報酬改定による
影響調査結果〈医科・入院外〉

研
面
究

文化部特別企画「男性の装いの基本」感想文 ２面

８面

熊本地震　被災地訪問　報告 ３面

　

最
近
、
テ
レ
ビ

番
組
を
観
て
知
っ

た
が
、
か
つ
て
学

生
に
奨
学
金
を
貸

与
・
給
付
し
て
い

た
日
本
育
英
会
は
も
う
存
在
し

な
い
と
い
う
。
筆
者
も
大
学
・

大
学
院
時
代
、
お
世
話
に
な
っ

た
。
卒
業
後
数
年
間
、
返
済
は

猶
予
さ
れ
、
20
年
間
で
返
済
し

た
。
無
利
子
だ
っ
た
。
教
育
職

に
就
く
と
返
さ
な
く
て
も
よ
い

と
い
う
こ
と
で
、
伴
侶
は
大
学

で
教
育
職
に
就
い
た
が
、
さ
ほ

ど
の
負
担
で
も
な
か
っ
た
の
で

全
額
返
済
し
た
。
当
時
奨
学
金

の
返
済
が
困
難
だ
と
い
う
こ
と

が
社
会
問
題
に
な
る
こ
と
は
な

か
っ
た
▼
日
本
育
英
会
に
替
わ

る
組
織
が
学
生
支
援
機
構
だ
そ

う
だ
。
給
付
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
貸
与
し
た
奨
学
金
に
は
３

％
の
利
息
が
つ
き
、
滞
納
す
る

と
個
人
信
用
情
報
機
関
に
通
報

さ
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
で
は
サ

ラ
金
や
消
費
者
金
融
と
変
わ
ら

な
い
で
は
な
い
か
。
メ
デ
ィ
ア

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、
支
援
機

構
の
職
員
は
「
返
済
率
が
悪
い

の
で
断
固
た
る
措
置
を
と
る
よ

う
国
か
ら
指
示
さ
れ
て
い
る
」

と
平
然
と
言
っ
て
の
け
た
▼
小

泉
政
権
時
代
の
構
造
改
革
政
策

に
よ
り
、
非
正
規
雇
用
が
増
大

し
若
者
の
収
入
が
激
減
、
学
費

は
上
が
っ
て
お
り
、
奨
学
金
の

返
済
が
で
き
な
く
な
っ
た
若
者

が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
支
援

機
構
の
取
り
立
て
が
厳
し
く
、

自
己
破
産
を
選
ば
ざ
る
を
え
な

い
ケ
ー
ス
や
自
ら
命
を
絶
つ
人

も
い
る
そ
う
で
あ
る
。
教
育
に

金
を
出
さ
な
い
政
治
、
若
者
を

貧
困
に
追
い
込
む
政
治
。
一
方

で
出
生
率
を
上
げ
よ
う
と
、
少

子
化
対
策
を
唱
え
て
も
む
な
し

い
。
消
費
税
率
の
据
え
置
き
を

決
め
た
か
ら
に
は
総
花
的
配
分

を
止
め
、
若
い
世
代
に
集
中
し

て
注
ぎ
込
む
こ
と
。
こ
の
国
の

未
来
へ
、
多
く
の
予
算
を
つ
け

た
い
も
の
で
あ
る
。 

（
硝
子
）

　

県
全
体
の
未
交
付
率
は
５
・

58
％
で
前
年
の
３
・
17
％
を
大

き
く
上
回
っ
た
。
実
に
県
下
で

４
万
６
０
７
１
世
帯
が
、
保
険

証
の
な
い
「
無
保
険
」
状
態
に

置
か
れ
て
い
る
。
市
町
別
で
は

尼
崎
市
が
15
・
８
％
と
最
も
高

く
、
県
平
均
の
３
倍
近
い
水

準
。
次
に
姫
路
市
９
・
８
％
、

加
東
市
８
・
２
％
と
続
く
。

　

有
効
期
間
の
短
い
短
期
保
険

証
の
交
付
は
、
国
保
加
入
世
帯

の
４
・
59
％
と
、
前
年
度
と
比

べ
、
１
ポ
イ
ン
ト
以
上
減
少
し

た
。
し
か
し
依
然
と
し
て
３
万

７
９
１
６
世
帯
が
「
短
期
保

険
」
状
態
で
、
慢
性
疾
患
な
ど

の
長
期
的
な
受
診
が
難
し
い
状

態
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

窓
口
で
い
っ
た
ん
全
額
自
己

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資

格
証
明
書
の
交
付
は
８
２
８
５

件
、
加
入
世
帯
比
で
は
１
・
00

％
で
あ
っ
た
。

保
険
料
減
免
世
帯

６
割
近
く
に

　

保
険
料
の
減
免
制
度
利
用
世

帯
割
合
は
、
国
に
よ
る
減
額
制

度
（
７
・
５
・
２
割
減
免
）
の

利
用
世
帯
が
48
万
９
６
３
５
世

帯
で
、
全
体
の
59
・
３
％
と
６

割
近
く
に
も
の
ぼ
っ
た
。
ま
た

自
治
体
に
よ
る
減
額
制
度
の
利

用
世
帯
数
は
８
万
２
３
１
６
世

帯
で
、
全
体
の
10
・
０
％
と
な

っ
た
。

　

た
だ
し
自
治
体
独
自
の
減
免

制
度
は
、
西
宮
市
で
40
・
４
％

に
あ
た
る
２
万
５
５
８
７
世

帯
、
尼
崎
市
で
36
・
５
％
に
あ

た
る
２
万
８
３
３
７
世
帯
が
利

用
し
て
お
り
、
こ
の
２
市
だ
け

で
県
下
の
独
自
減
免
制
度
利
用

世
帯
の
65
％
を
占
め
る
。
２
市

以
外
で
の
利
用
率
は
わ
ず
か
４

・
１
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

各
自
治
体
間
で
の
制
度
の
違
い

に
よ
る
格
差
が
浮
き
彫
り
と
な

っ
た
。

　

国
保
料
の
滞
納
世
帯
数
は
19

万
７
８
９
５
世
帯
で
、
実
に
24

％
が
滞
納
し
て
い
る
。

　

１
年
を
超
え
る
滞
納
に
よ
る

差
し
押
さ
え
件
数
は
、
昨
年
よ

り
減
少
し
５
８
６
１
件
と
な
っ

た
。
最
多
は
洲
本
市
で
、
６
０

１
件
が
差
し
押
さ
え
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
同
市
で
１
年
以
上

の
滞
納
が
あ
っ
た
８
５
６
世
帯

の
う
ち
実
に
70
％
で
差
し
押
さ

え
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

国
保
に
は
国
保
法
44
条
に
基

づ
い
て
、
災
害
・
事
業
の
休
廃

止
・
失
業
・
生
活
困
窮
の
場
合

に
、
医
療
費
窓
口
負
担
が
免

除
、
減
額
、
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
県
下
で

も
41
市
町
の
う
ち
約
８
割
に
当

た
る
34
市
町
で
対
応
す
る
条
例

・
規
則
・
要
綱
が
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
実
際
に
利
用
さ
れ
て

い
る
の
は
わ
ず
か
６
市
町
の
み

と
、
44
条
に
基
づ
い
た
減
免
制

度
が
ほ
と
ん
ど
活
か
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

国
の
責
任
で

国
保
改
善
を

　

国
保
の
都
道
府
県
化
に
よ
る

国
保
料
と
国
庫
負
担
の
変
動
の

見
込
み
に
つ
い
て
、
国
保
料
に

つ
い
て
は
34
市
町
、
国
庫
負
担

に
つ
い
て
は
37
市
町
が
「
わ
か

ら
な
い
」
と
回
答
し
て
お
り
、

当
事
者
で
あ
る
各
自
治
体
で
す

ら
都
道
府
県
化
の
効
果
が
分
か

ら
な
い
実
情
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
厚
労
省
は
、
都
道
府
県
化

に
合
わ
せ
て
毎
年
３
４
０
０
億

円
の
追
加
支
援
を
開
始
す
る
た

め
財
政
基
盤
が
安
定
す
る
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
自
治
体
の

独
自
繰
り
入
れ
よ
り
も
少
な

く
、
財
政
の
立
て
直
し
に
つ
な

が
る
と
は
と
て
も
言
え
な
い
。

　

調
査
に
よ
っ
て
、
国
保
加
入

世
帯
の
６
割
が
減
免
制
度
を
利

用
し
、
４
世
帯
に
１
世
帯
が
滞

納
、
さ
ら
に
は
保
険
証
を
持
っ

て
い
な
い
世
帯
数
が
４
万
を
超

え
て
い
る
な
ど
、
県
下
の
国
保

の
厳
し
い
現
状
が
明
ら
か
と
な

っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
根

本
に
は
、
国
保
料
が
あ
ま
り
に

も
高
す
ぎ
る
と
い
う
原
因
が
あ

る
。
国
保
料
が
支
払
え
な
い
ほ

ど
高
騰
し
て
い
る
の
は
、
国
が

国
庫
負
担
率
を
引
き
下
げ
て
き

た
結
果
で
あ
る
。
国
保
は
市
民

の
助
け
合
い
の
制
度
で
は
な

く
、
国
の
社
会
保
障
制
度
の
大

切
な
柱
の
一
つ
で
あ
り
、
国
に

は
責
任
を
持
っ
て
安
定
し
た
運

営
を
行
う
義
務
が
あ
る
。
国
保

の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
も
、

国
庫
負
担
率
を
抜
本
的
に
引
き

上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

県
下
自
治
体
に
対
し
、
協
会
が
毎
年
実
施

し
て
い
る
「
国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
自
治

体
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
、
保
険
証
の
未
交

付
が
４
万
６
千
件
に
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
国
保
保
険
料

（
税
）
の
滞
納
が
19
万
７
８
９
５
世
帯
、
滞

納
に
よ
っ
て
差
し
押
さ
え
を
受
け
た
件
数
も

５
８
６
１
件
に
の
ぼ
る
な
ど
、
高
い
国
保
料

に
苦
し
ん
で
い
る
加
入
者
の
実
態
が
表
れ
て

い
る
（
表
）。
国
保
ア
ン
ケ
ー
ト
は
１
９
８

８
年
に
開
始
し
た
も
の
で
、
24
年
連
続
で
全

自
治
体
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。

　

調
査
は
、
県
下
全
41
市

町
に
対
し
実
施
。
昨
年
12

月
１
日
時
点
で
の
保
険
証

交
付
数
、
資
格
証
明
書
、

短
期
保
険
証
の
発
行
、
減

免
制
度
、
差
し
押
さ
え
件

数
な
ど
を
聞
い
た
。

国
保
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト　

結
果

国
保
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト　

結
果

保
険
証
未
交
付
４
万
６
千
件

保
険
証
未
交
付
４
万
６
千
件

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

日　時　６月19日（日）•総会議事　13時30分～

•記念講演　15時30分～

　　　「マラリア対策から学ぶ
　　　　　　　～行動は変えられるか」
　　　　神戸大学名誉教授
 川端　眞人先生
•懇親会　17時～

会　場　チサンホテル神戸　（阪神・阪急「高速神戸」駅直結）

兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会 参議院選挙特集

「投票へ行こう」「投票へ行こう」

投稿募集
締切　６月24日（金）
字数　600字以内
内容　選挙争点など
宛先　 
メール：sanda-a@doc-net.
or.jp
FAX：078-393-1820

表　国保保険証の未交付数、差し押さえ件数

自治体名 交付対象世
帯総数 交付済数 未交付数 未交付率 差し押さえ

件数　

神戸市 234,781 220,395 14,386 6.1% 175

尼崎市 77,598 65,359 12,239 15.8% 28

伊丹市 28,568 26,882 1,686 5.9% 524

宝塚市 32,631 32,586 45 0.1% 355

川西市 23,885 23,885 0 0.0% 489

三田市 12,981 12,656 325 2.5% 131

西宮市 63,379 60,646 2,733 4.3% 231

芦屋市 13,950 13,600 350 2.5% 137

明石市 41,834 40,352 1,482 3.5% 89

加古川市 38,961 38,440 521 1.3% 542

高砂市 13,677 13,059 618 4.5% 54

西脇市 6,196 6,098 98 1.6% 41

三木市 12,794 12,794 0 0.0% 261

小野市 6,945 6,715 230 3.3% 114

加西市 6,542 6,499 43 0.7% 112

姫路市 78,309 70,631 7,678 9.8% 498

相生市 4,991 4,671 320 6.4% 26

赤穂市 6,988 6,988 0 0.0% 113

たつの市 11,139 10,827 312 2.8% 39

宍粟市 5,756 5,754 2 0.0% 38

加東市 5,091 4,671 420 8.2% 57

洲本市 7,472 7,345 127 1.7% 601

淡路市 8,191 7,706 485 5.9% 48

南あわじ市 8,421 8,317 104 1.2% 81

豊岡市 12,737 12,186 551 4.3% 391

養父市 3,798 3,631 167 4.4% 29

朝来市 4,531 4,476 55 1.2% 18

篠山市 6,194 6,194 0 0.0% 33

丹波市 9,476 9,041 435 4.6% 288

猪名川町 3,908 3,908 0 0.0% 28

多可町 3,101 2,863 238 7.7% 46

稲美町 4,812 回答なし 回答なし 回答なし 5

播磨町 5,222 5,160 62 1.2% 89

神河町 1,704 回答なし 回答なし 回答なし 回答なし

市川町 1,979 1,911 68 3.4% 7

太子町 4,181 4,112 69 1.7% 66

福崎町 2,633 2,523 110 4.2% 11

上郡町 2,532 2,441 91 3.6% 5

佐用町 2,736 2,715 21 0.8% 52

新温泉町 2,289 2,289 0 0.0% 6

香美町 2,882 2,882 0 0.0% 3

合計 825,795 773,208 46,071 5.58% 5861
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◇
出
席　

19
人

◇
情
勢　

厚
労
省
の
「
医
療
従

事
者
の
需
給
に
関
す
る
検
討

会
」
は
５
月
19
日
、
医
師
の

「
偏
在
」
対
策
と
し
て
医
師
が

不
足
す
る
診
療
科
・
地
域
に
つ

い
て
、
都
道
府
県
が
目
標
値
を

設
定
し
専
門
医
な
ど
の
定
員
を

調
整
す
る
、
自
由
開
業
・
標
榜

を
見
直
す
な
ど
の
中
間
取
り
ま

と
め
案
を
作
成
し
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

「
ス
ト
ッ

プ
！
患
者
負
担
増
」
署
名
は
５

／
23
現
在
１
万
９
６
６
筆
、
会

員
参
加
率
10
・
43
％
と
協
会
目

標
を
達
成
し
、
５
／
19
に
は
国

会
に
第
１
次
分
を
提
出
し
た
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

内
閣
府
「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
１
６
（
仮
）」、
財
政
制
度

等
審
議
会
「『
経
済
・
財
政
再

生
計
画
』
の
着
実
な
実
施
」
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。
受
診
時
定

額
負
担
の
導
入
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
の
保
険
外
し
な
ど
が
引
き
続

き
議
論
さ
れ
て
い
る
。

◇
春
の
組
織
強
化
月
間
と
共
済

普
及
対
策　

西
山
理
事
長
が
神

戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
医
局

の
教
授
を
訪
問
、
宮
武
副
理
事

長
が
神
戸
百
年
記
念
病
院
理
事

長
・
院
長
を
訪
問
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
」
兵
庫
連
絡
会　

第
６
回

歯
科
技
工
問
題
懇
談
会
（
５
／

14
）
に
、
井
坂
信
彦
（
民
進
）

・
中
野
洋
昌
（
公
明
）・
堀
内

照
文
（
共
産
）
各
衆
議
院
議
員

が
参
加
し
た
こ
と
、
井
坂
議
員

が
「
歯
科
技
工
問
題
は
全
国
民

的
課
題
で
、
直
接
国
民
に
訴
え

支
持
を
得
る
こ
と
で
政
治
家
や

厚
労
省
を
動
か
さ
な
く
て
は
」

と
発
言
し
た
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。

（
５
月
28
日　

理
事
会
よ
り
）

　

２
０
０
１
年
、「
構
造
改
革

な
く
し
て
景
気
回
復
な
し
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
聖
域
な
き

構
造
改
革
」
そ
し
て
「
郵
政
民

営
化
が
構
造
改
革
の
本
丸
」
と

し
て
、
郵
政
省
は
解
体
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　

稲
村
公
望
氏
は
東
京
大
学
を

卒
業
後
、
１
９
７
２
年
に
旧
郵

政
省
に
入
省
し
、
小
泉
政
治
の

郵
政
民
営
化
に
断
固
反
対
し
て

き
た
人
で
す
。
稲
村
氏
は
、
郵

政
民
営
化
は
日
本
国
家
と
国
民

に
と
っ
て
有
史
以
来
の
最
大
の

　

尼
崎
市
内
の
ク
ボ
タ
旧
神
崎

工
場
に
ア
ス
ベ
ス
ト
原
料
を
運

搬
し
て
い
た
男
性
と
、
溶
接
工

と
し
て
石
綿
エ
プ
ロ
ン
・
手
袋

な
ど
を
使
用
し
て
鉄
工
所
に
勤

務
し
て
い
た
男
性
が
、
肺
が
ん

で
死
亡
し
た
と
し
て
、
遺
族
が

労
働
者
へ
の
安
全
配
慮
義
務
を

怠
っ
た
ク
ボ
タ
と
、
規
制
を
怠

っ
た
国
を
相
手
に
謝
罪
と
損
害

賠
償
を
訴
え
て
い
た
尼
崎
ア
ス

ベ
ス
ト
（
労
災
型
）
控
訴
審
。

こ
の
裁
判
の
判
決
公
判
が
５
月

26
日
に
行
わ
れ
、
大
阪
高
等
裁

判
所
は
遺
族
の
請
求
を
棄
却
す

る
不
当
判
決
を
下
し
た
。

　

判
決
は
、
運
搬
し
て
い
た
男

性
に
つ
い
て
は
ア
ス
ベ
ス
ト
搬

出
作
業
期
間
が
４
〜
５
年
と
短

く
肺
が
ん
発
症
に
影
響
す
る
程

度
の
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
で
は
な

　

文
化
部
は
５
月
29
日
、
特
別

企
画
「
男
性
の
装
い
の
基
本
〜

お
気
に
入
り
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・

ス
ー
ツ
で
学
会
・
会
合
に
」
を

協
会
会
議
室
で
開
催
。
㈱
Ｂ
Ｅ

Ａ
Ｍ
Ｓ
２
部
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ

ー
の
髙
見
京
三
氏
、
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ｓ
・
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
・
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

シ
ョ
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
増

田
雷
三
氏
を
講
師
に
、
45
人
が

参
加
し
た
。
永
本
浩
先
生
の
感

想
を
紹
介
す
る
。

　

協
会
文
化
部
の
多
彩
な
事
業

の
一
端
に
参
加
し
た
。
チ
ョ
イ

不ワ

ル良
紳お

や
じ士

を
代
表
し
て
不
肖
永

本
が
感
想
を
述
べ
る
。

　

筆
者
は
神
戸
の
某
紳
士
服
店

で
40
年
以
上
前
か
ら
服
を
仕
立

て
て
お
り
、
既
製
服
は
ほ
と
ん

ど
買
っ
た
こ
と
が
な
い
。
一
見

贅
沢
に
思
え
る
が
、
実
は
そ
の

方
が
結
果
的
に
経
済
的
で
あ

て
い
る
。
そ
の
服
屋
に
は
筆
者

の
40
年
間
の
記
録
が
保
存
さ
れ

て
い
る
が
、
誰
も
が
筆
者
の
真

似
を
し
な
い
方
が
良
い
。
何
故

な
ら
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
、

既
製
服
が
売
れ
な
く
な
る
。

　

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ
の
よ
う
な
イ
ギ

リ
ス
の
フ
ォ
ー
マ
ル
、
イ
タ
リ

ア
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
流
行
を
追

う
服
を
買
い
求
め
る
の
も
個
人

る
。
そ
の
理
由
は
、

拵あ
つ
らえ

た
服
は
流
行
を

超
越
し
て
40
年
以
上

前
の
服
で
も
着
ら
れ

る
し
、
ま
た
年
を
と

っ
て
体
形
が
変
わ
っ

て
も
、
無
料
で
仕
立

て
直
し
を
し
て
く
れ

る
。

　

筆
者
の
服
の
選
び

方
は
、
ま
ず
裏
地
、

ボ
タ
ン
、
最
後
に
ウ

ー
ル
の
表
地
と
い
う

paradoxical

（
逆
説

的
）
な
選
び
方
を
し

と
す
る
従
来
の
判
決
例
を
否
定

す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
被

害
者
へ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
を

認
め
た
労
災
の
認
定
と
矛
盾
す

る
判
断
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
遺

族
が
示
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露

の
事
実
を
無
視
し
、
何
十
年
も

さ
か
の
ぼ
っ
て
ア
ス
ベ
ス
ト
曝

露
を
具
体
的
・
詳
細
に
立
証
を

被
害
者
に
求
め
る
と
い
う
極
め

て
不
当
な
判
断
で
あ
る
。

　

協
会
尼
崎
支
部
も
参
加
す
る

「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
か
ら
い
の

ち
と
健
康
を
守
る
尼
崎
の
会
」

（
会
長
・
船
越
正
信
尼
崎
医
療

生
協
理
事
長
）
は
、
判
決
後
に

報
告
集
会
を
開
催
し
、
支
援
者

１
３
０
人
が
つ
め
か
け
た
。
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
船
越
先
生

は
、「
こ
の
よ
う
な
判
決
が
続

け
ば
、
全
国
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
者
へ
の
救
済
の
道
を
閉
ざ
す

も
の
に
な
り
か
ね
な
い
。
国
と

企
業
に
責
任
を
求
め
る
運
動
を

強
め
よ
う
」
と
怒
り
を
込
め
て

訴
え
た
。

い
と
し
、
１
審
で

さ
え
認
め
て
い
た

ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露

を
否
定
し
た
。
溶

接
工
に
つ
い
て
は

石
綿
エ
プ
ロ
ン
等

の
使
用
自
体
が
明

ら
か
で
な
く
曝
露

の
事
実
が
認
め
ら

れ
な
い
と
し
た
。

　

本
判
決
は
、
予

見
可
能
性
に
つ
い

て
安
全
性
に
疑
念

を
抱
か
せ
る
程
度

の
抽
象
的
な
危
惧

が
あ
れ
ば
足
り
る

屈
辱
と
言
い
、
こ
の
著
書
に
て

郵
政
民
営
化
の
真
実
を
記
録
と

し
て
残
せ
る
こ
と
を
光
栄
に
思

う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
共
著
者
で
あ
る
菊
池

英
博
氏
は
、
今
更
言
う
ま
で
も

な
く
人
類
愛
・
人
間
尊
重
の
経

済
学
を
展
開
し
て
こ
ら
れ
た
金

融
財
政
の
専
門
家
で
す
。
菊
池

氏
も
同
じ
く
郵
政
民
営
化
に
は

当
時
か
ら
大
反
対
さ
れ
て
お

り
、
郵
政
民
営
化
は
今
日
、
日

本
の
格
差
を
生
ん
だ
元
凶
の
一

つ
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

す
」「
極
端
な
資
本
主
義
社
会

の
中
の
、
ひ
と
つ
の
選
択
肢
と

し
て
郵
政
民
営
化
が
あ
る
の
で

す
」

　

思
い
ま
す
。
郵
政
が
民
営
化

さ
れ
て
10
年
以
上
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
成
果
が

果
た
し
て
当
時
の
日
本
国
民
に

期
待
を
持
た
さ
れ
た
も
の
と
同

じ
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
？　

今
一
度
検
証
し
な
お
す
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
。
郵
政

省
は
、
黒
字
省
庁
で
あ
り
、
財

政
で
見
る
限
り
決
し
て
国
民
に

と
っ
て
お
荷
物
で
な
い
省
庁
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小

泉
構
造
改
革
の
目
標
に
〝
な
ぜ

か
〞
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
一
冊
で
し
た
。

【
小
野
市
・
歯
科

 

幸
田　

雄
策
】

　

政
府
が
進
め
る
医
療
・
介
護

の
改
悪
に
つ
い
て
知
ら
せ
よ
う

と
、
兵
庫
協
会
が
企
画
編
集
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
医
療
・
介

護
が
危
な
い
!?　

〜
社
会
保
障

を
充
実
さ
せ
て
豊
か
な
日
本

を
』
を
用
い
て
、
各
地
の
学
習

会
で
協
会
役
員
が
講
師
を
務
め

て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読

ん
だ
市
民
・
団
体
か
ら
の
講
演

の
要
請
に
応
え
た
も
の
。

　

５
月
14
日
に
は
中
央
区
内

で
、
武
村
義
人
副
理
事
長
が
国

公
労
連
退
職
者
の
会
総
会
で
講

演
。
受
診
時
定
額
負
担
な
ど
政

府
が
計
画
し
て
い
る
患
者
負
担

増
計
画
に
つ
い
て
解
説
し
、
社

会
保
障
を
充
実
さ
せ
て
こ
そ
国

は
豊
か
に
な
る
と
強
調
し
た
。

武
村
先
生
は
29
日
に
は
、
長
田

区
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ

た
ば
で
も
講
演
し
て
い
る
。

　

５
月
15
日
に
は
、
垂
水
区
内

で
宮
武
博
明
副
理
事
長
が
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
医
療
・
介
護
が

危
な
い
」（
垂
水
社
会
保
障
を

よ
く
す
る
会
な
ど
実
行
委
員
会

主
催
）
の
話
題
提
供
者
と
し
て

患
者
負
担
増
計
画
や
病
床
削
減

計
画
の
問
題
点
に
つ
い
て
語

り
、「
患
者
負
担
増
計
画
を
阻

止
す
る
た
め
に
、『
ス
ト
ッ

プ
！
患
者
負
担
増
』
署
名
に
ご

協
力
を
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

今
後
も
、
老
人
会
な
ど
か
ら

の
要
望
を
受
け
、
学
習
会
を
行

う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

※
患
者
さ
ん
や
市
民
の
方
か
ら

講
演
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
政
策
部
☎
078
―
393
―
１
８

０
７
ま
で

　

菊
池
氏
は
言
い

ま
す
。「
今
だ
っ

た
ら
ま
だ
抑
え
ら

れ
る
、
つ
ま
り
郵

政
の
株
式
を
こ
れ

以
上
民
間
に
売
ら

な
い
こ
と
で
す
」

　

稲
村
氏
も
言
い
ま

す
。「
郵
政
民
営
化
は

日
本
だ
け
の
現
象
で
は

な
く
、
米
国
で
生
ま
れ

た
新
自
由
主
義
が
世
界

に
広
が
る
中
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
な
の
で

彩流社
1700円＋税

船越先生が「遺族はやりきれない気持ちだろう。
今後も私たちが支えていこう」と訴えた　 　　

武
村
（
上
）・
宮
武
（
下
）
両
副

理
事
長
が
政
府
の
進
め
る
医
療

・
介
護
の
改
悪
計
画
を
解
説

BEAMSの髙見（右）・増田（左）両氏が
服選びのポイントなどを解説した　　　

菊
池
英
博
・
稲
村
公
望　

著

〝
格
差
〞を
生
ん
だ
郵
政
民
営
化
の
真
実

「
ゆ
う
ち
ょ
マ
ネ
ー
」は

 

ど
こ
へ
消
え
た
か

各地で政策パンフレット使い学習会

アスベスト曝露認めない
不当判決に怒り渦巻く

尼崎アスベスト裁判（労災型）控訴審

文化部特別企画

感
想
文

紳士服の「選び方」
「着こなし方」を学ぶ

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

古
家　
　

良
先
生

三
木
市　

皮
膚
科

５
月
31
日 

享
年
59
歳

お詫びと訂正
　本紙６月５日号５面「審査対策部だより」左
列下から３行目で、「新規指導では、患者10件
の指定通知が、１週間から４日前に改善されて
いる」というのは「４日前から１週間前に改善
されている」の誤りでした。お詫びして訂正し
ます。

の
自
由
で
あ
る
。

　

紳
士
服
のfashion m

ode

は

映
画
０
０
７
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

ボ
ン
ド
が
決
め
て
い
る
ら
し

い
。
シ
ョ
ー
ン
・
コ
ネ
リ
ー
や

ダ
ニ
エ
ル
・
ク
レ
イ
グ
の
ス
ー

ツ
が
そ
の
年
のm

ode

と
し
て

業
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
と
の

由
。
背
広
の
語
源
は
ロ
ン
ド
ン

のSavile Row

の
紳
士
服
屋
か

ら
き
た
ら
し
い
が
、
ス
ー
ツ
は

元
来
、
軍
服
や
乗
馬
服
で
あ
っ

た
。

　

服
選
び
で
最
も
重
要
な
の
は

「
サ
イ
ズ
」。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

場
合
は
肩
線
が
肩
峰
か
ら
落
ち

な
い
こ
と
、
腹
部
に
拳
が
１
つ

入
る
余
裕
。
着
丈
は
総
丈
の
２

分
の
１
よ
り
３
〜
４
㎝
短
く
す

る
。
袖
丈
は
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
か
ら

シ
ャ
ツ
袖
が
１
・
５
㎝
見
え
る

の
が
基
本
。
そ
の
理
由
は
ド
ラ

イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
な
い
時

代
、
ウ
ー
ル
の
袖
が
汚
れ
な
い

よ
う
に
シ
ャ
ツ
を
外
へ
は
み
出

さ
せ
て
い
た
か
ら
。

　

上
着
の
サ
イ
ド
ベ
ン
ト
は
乗

馬
服
の
名
残
り
。
ベ
ス
ト
の
最

下
ボ
タ
ン
を
使
わ
な
い
の
は
１

８
７
０
年
代
の
エ
ド
ワ
ー
ド
７

世
の
気
ま
ぐ
れ
か
ら
ら
し
い
。

フ
ォ
ー
マ
ル
ス
ー
ツ
の
取
り
決

め
は
大
英
帝
国
の
歴
史
そ
の
も

の
で
あ
る
。

　

会
場
に
は
意
外
に
も
女
性
聴

講
者
が
多
く
い
た
が
、
会
員
の

奥
様
が
多
数
参
加
し
て
い
た
ら

し
い
。
ご
主
人
の
ネ
ク
タ
イ
を

選
ぶ
の
は
奥
様
と
い
う
考
え
も

あ
る
ら
し
い
が
、
筆
者
は
自
分

で
選
ぶ
。

　

フ
ォ
ー
マ
ル
ス
ー
ツ
の
基
本

は
ネ
イ
ビ
ー
ブ
ル
ー
で
あ
る
。

シ
ャ
ツ
、
パ
ン
ツ
、
ネ
ク
タ

イ
、
靴
を
含
め
て
ト
ー
タ
ル
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
は
じ
め

て
、
ダ
ン
デ
ィ
ー
と
言
え
る
。

馬
子
に
も
衣
装
と
は
言
わ
れ
た

く
な
い
も
の
だ
。

 

【
明
石
市　

永
本　
　

浩
】

『医療・介護が『医療・介護が　　
危ない!?』危ない!?』
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４
月
14
日
・
16
日
に
起
こ
っ
た
熊
本
地
震
。
協
会
は
、
５
月

７
日
・
８
日
に
、
広
川
恵
一
顧
問
・
加
藤
擁
一
副
理
事
長
、
林

功
先
生
（
西
宮
・
芦
屋
支
部
）
ら
を
現
地
に
派
遣
。
杉
山
正
隆

保
団
連
理
事
（
福
岡
歯
科
協
会
副
会
長
）、
平
田
高
士
京
都
歯

科
協
会
理
事
ら
も
同
行
し
た
。
一
行
は
、
熊
本
県
保
険
医
協
会

事
務
所
で
木
村
孝
文
会
長
、
徳
永
俊
英
副
会
長
、
鈴
木
俊
一
事

務
局
長
と
懇
談
。
熊
本
市
中
央
区
役
所
で
は
、
保
健
子
ど
も
課

の
吉
良
直
子
課
長
補
佐
と
懇
談
し
た
ほ
か
、
益
城
町
の
避
難
所

な
ど
を
訪
問
し
た
（
５
月
15
日
号
既
報
）。
林
功
先
生
、
平
田

高
士
先
生
の
報
告
を
掲
載
す
る
。

し
お
手
伝
い
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ
を
一

歩
進
め
て
、
災
害
が
起
こ
っ
た

後
、
自
力
で
健
康
を
維
持
で
き

ず
、
慢
性
的
な
心
や
体
の
病
か

ら
生
命
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る

人
た
ち
に
寄
り
添
う
役
割
の
一

端
を
果
た
せ
る
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
集
約
し
、
そ
れ

を
元
に
学
習
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

今
回
は
幸
い
な
こ
と
に
、
川

内
原
発
が
地
震
で
損
傷
し
爆
発

す
る
悲
劇
は
起
こ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
た
だ
連
動
す
る
地
震
が

続
い
て
お
り
、
川
内
原
発
が
第

二
の
「
フ
ク
イ
チ
」
に
な
ら
な

い
保
障
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
、
そ
こ
は
充
分

学
ん
だ
は
ず
で
す
。
国
民
を
だ

ま
し
続
け
て
そ
し
て
大
切
な
も

の
す
べ
て
を
奪
う
原
発
は
許
し

て
は
い
け
な
い
、
そ
し
て
経
済

発
展
よ
り
、
健
康
で
安
心
な
社

会
こ
そ
が
こ
の
国
の
め
ざ
す
姿

だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

駐
車
場
に
は
車
中
泊
の
場
所

確
保
の
た
め
の
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
が
多
く
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
が
滞
在
し
た
短
い

時
間
の
中
で
も
何
回
か
余
震
が

あ
り
、
そ
の
状
態
が
３
週
間
以

上
続
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
住
民
の
方
々
の
不
安
の
大

き
さ
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

ま
と
め

　

今
回
の
訪
問
で
再
度
感
じ
た

の
は
、
こ
の
国
、
そ
し
て
地
球

規
模
で
見
て
も
、「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」
は
実
際
不
可

能
で
、
い
つ
ど
こ
で
ど
ん
な
災

害
に
あ
っ
て
も
、
何
と
か
し
て

生
き
延
び
る
ス
キ
ル
を
今
ま
で

の
経
験
か
ら
身
に
つ
け
る
し
か

な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
そ
の
た
め
に
物
心
両
面

で
の
備
え
と
、
日
ご
ろ
か
ら
の

健
康
維
持
が
と
て
も
大
切
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
そ
こ
を
ほ
ん
の
少

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
住
居
」
が

目
立
ち
ま
す
。
町
中
に
積
み
上

げ
ら
れ
た
瓦
礫
を
含
む
ご
み

を
、
神
戸
市
の
ゴ
ミ
収
集
車
が

回
収
に
回
っ
て
い
る
の
は
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
避
難
所
に
な
っ

て
い
る
益
城
町
総
合
体
育
館

へ
。
体
育
館
の
周
り
に
は
医
療

班
の
テ
ン
ト
、
歯
科
医
療
相
談

コ
ー
ナ
ー
、
足
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

コ
ー
ナ
ー
、
自
衛
隊
設
営
の
銭

湯
と
、
東
北
で
見
た
の
と
同
じ

光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
避
難
所
の
中
は
、

一
部
の
高
齢
者
の
方
は
ダ
ン
ボ

ー
ル
ベ
ッ
ド
の
上
に
布
団
を
敷

い
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
の
人
は
ウ
レ
タ
ン
マ
ッ
ト

の
上
に
じ
か
に
毛
布
を
敷
い
て

お
り
、
ま
だ
間
仕
切
り
も
で
き

て
い
な
い
状
態
で
し
た
。

　

被
災
者
の
方
に
聞
く
と
、
物

資
や
食
べ
物
は
充
分
足
り
て
い

る
と
の
こ
と
。

務
局
長
に
は
現
地
の
詳
細
な
被

害
状
況
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

中
央
区
役
所
で
吉
良
直
子
課

長
補
佐
に
は
、
歯
科
医
師
の
視

点
か
ら
避
難
所
に
お
け
る
行
政

の
課
題
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
頂
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
杉
山
正

隆
保
団
連
理
事
に
は
、
同
じ
会

員
と
し
て
頭
の
下
が
る
思
い
で

す
。
今
後
し
っ
か
り
支
援
の
輪

を
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
機

会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
広
川

顧
問
に
は
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
貴
重
な
学
び
の
機
会

を
し
っ
か
り
今
後
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
務
局
の
方
々
に
は
交
通
の
手

配
、
現
地
で
の
円
滑
な
訪
問
活

動
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
、
関
係
者
皆

さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

る
訪
問
調
査
で
は
、
名
簿
２
５

２
件
に
関
し
て
、
訪
問
件
数
74

件
、
全
壊
６
件
、
半
壊
７
件
、

一
部
損
壊
37
件
、
孤
立
状
態
で

訪
問
不
可
も
２
件
報
告
が
あ
っ

た
。

　

益
城
町
で
は
診
療
再
開
が
困

難
な
全
壊
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
多

く
、
今
後
被
害
状
況
全
容
の
把

握
が
急
が
れ
る
状
況
で
あ
る
。

２　

今
後
の
課
題

　

各
避
難
所
の
衛
生
面
の
さ
ら

な
る
配
慮
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
と
行
政
と
の
協
調
、
在
宅

避
難
者
の
健
康
管
理
や
医
療
福

祉
支
援
、
通
常
の
地
域
医
療
へ

の
移
行
、
高
齢
者
や
障
害
者
へ

の
避
難
生
活
へ
の
支
援
等
課
題

は
多
く
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

３　

謝
辞

　

忙
し
い
中
お
時
間
を
割
い
て

い
た
だ
い
た
熊
本
協
会
の
木
村

会
長
、
徳
永
副
会
長
、
鈴
木
事

取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
課

題
も
多
く
散
見
さ
れ
た
。

　

熊
本
地
震
の
避
難
状
況
の
特

徴
と
し
て
、
余
震
が
続
く
中
、

家
屋
倒
壊
の
恐
れ
か
ら
車
中
泊

を
行
う
避
難
者
が
多
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
車
中
泊
者
に
関

す
る
支
援
も
今
後
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

被
災
会
員
の
保
団
連
に
お
け

壁
の
崩
落
が
進
ん
で
い
て
危
険

な
地
域
が
多
い
。

　

訪
問
し
た
益
城
町
で
は
全
壊

家
屋
が
多
く
、
被
災
住
民
の
生

活
の
復
旧
は
め
ど
の
立
た
な
い

状
況
で
あ
っ
た
。

　

益
城
町
総
合
体
育
館
に
お
け

る
、
被
災
住
民
の
避
難
生
活
は

３
週
間
に
わ
た
っ
て
い
る
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
の
問
題
、

し
て
は
お
お
む
ね
復
旧
が
進
ん

で
い
る
。
架
橋
の
補
強
工
事
も

進
ん
で
お
り
、
各
都
道
府
県
よ

り
派
遣
さ
れ
た
警
察
官
が
交
通

整
理
に
あ
た
っ
て
い
る
。
交
通

は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ

た
。
し
か
し
余
震
が
多
く
、
被

災
市
街
地
道
路
に
お
い
て
は
、

道
路
周
辺
の
住
居
の
土
手
、
外

１　

概
況

　

往
路
は
新
幹
線
に
て
新
神
戸

よ
り
出
発
し
、
熊
本
駅
か
ら
レ

ン
タ
カ
ー
で
被
災
地
各
所
を
移

動
し
た
。
復
路
は
航
空
機
に
て

熊
本
空
港
よ
り
伊
丹
空
港
に
戻

り
、
現
地
解
散
と
な
っ
た
。

　

被
災
地
の
イ
ン
フ
ラ
・
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
は
、
幹
線
道
路
に
関

心
の
傷
に
な
る
の
で
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、

男
性
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
で
は

充
分
に
で
き
な
か
っ
た
。
外

か
ら
の
調
査
隊
に
不
審
者
が

ま
ぎ
れ
て
、
空
き
巣
な
ど
の

心
配
も
増
え
て
き
た
。

　
　

役
所
の
人
た
ち
の
奮
闘
が

し
、
そ
れ
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
存
在
が
必
要
。

・ 

１
週
間
目
以
降
、
物
資
が
供

給
さ
れ
避
難
所
格
差
が
生
じ

て
き
た
。
５
〜
10
日
で
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
が
出

始
め
た
。

・ 
性
暴
力
の
問
題
は
後
々
ま
で

自
身
が
被
災
直
後
か
ら
経
験
さ

れ
行
動
さ
れ
た
事
柄
に
つ
い
て

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
お
話
は
、
次
の
よ
う
な

内
容
で
し
た
。

・ 

14
日
の
地
震
発
生
か
ら
63
カ

所
の
避
難
所
を
開
設
し
た

が
、
住
民
が
自
主
的
に
避
難

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
市
役

所
と
し
て
把
握
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
学
校
再
開
の

必
要
性
も
あ
り
、
避
難
所
は

４
箇
所
に
集
約
す
る
方
向
で

動
い
て
い
る
。

・ 

３
日
目
か
ら
便
秘
や
む
く
み

の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た

が
、
医
療
機
関
が
無
料
で
か

か
れ
る
と
周
知
さ
れ
て
お
ら

ず
、
受
診
を
控
え
る
人
が
多

か
っ
た
。

・ 

避
難
者
同
士
の
協
力
体
制
が

と
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
避

難
所
の
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
。

行
政
が
介
在
し
な
が
ら
専
門

性
を
い
か
し
て
役
割
分
担
を

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

避
難
し
て
い
る
住
民
は
、
余

震
の
せ
い
で
家
で
眠
れ
な
い
方

が
多
く
、
車
中
泊
に
よ
る
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
が
５
月

８
日
朝
ま
で
に
48
人
、
ま
た
パ

ニ
ッ
ク
障
害
や
、
不
眠
、
ト
イ

レ
へ
の
心
配
か
ら
水
分
を
控
え

便
秘
を
訴
え
る
方
が
多
く
、
下

肢
の
む
く
み
や
血
圧
上
昇
な
ど

の
症
状
も
多
く
み
ら
れ
る
そ
う

で
す
。

２
日
目

　

中
央
区
役
所
で
、
歯
科
医
師

で
も
あ
る
吉
良
直
子
課
長
補
佐

か
ら
、
住
民
の
健
康
状
態
や
ご

　

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
、
２
０
１
１
年
の
東
日

本
大
震
災
の
時
の
「
と
に
か
く

現
場
に
行
く
」
と
い
う
思
い
を

胸
に
熊
本
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

95
年
１
月
19
日
、
阪
急
西
宮

北
口
駅
か
ら
歩
き
始
め
た
と
き

の
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
ほ

ど
の
衝
撃
、
そ
し
て
11
年
４
月

に
石
巻
で
感
じ
た
絶
望
感
、
ま

さ
か
３
度
目
が
あ
る
と
は
、
と

い
う
驚
き
が
現
地
に
向
か
う
き

っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

１
日
目

　

熊
本
協
会
の
事
務
所
で
は
、

地
震
直
後
か
ら
の
県
内
の
状
況

伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
た
だ
長
期
戦

に
な
っ
た
場
合
、

地
元
の
人
た
ち
の

体
力
や
精
神
力
が

ど
こ
ま
で
持
つ
の

だ
ろ
う
と
心
配
に

な
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
激

震
地
帯
で
あ
っ
た

益
城
町
に
向
か
い

ま
し
た
。
住
宅
に

張
っ
て
あ
る
紙
が

黄
色
か
ら
赤
が
増

え
、
阪
神
・
淡
路

の
と
き
も
目
に
し

た
「
ま
さ
に
瓦
礫

衛
生
面
に
お
け
る
感

染
予
防
対
策
、
高
齢

者
や
身
体
障
害
者
に

対
す
る
配
慮
、
住
居

環
境
の
改
善
な
ど
の

問
題
は
、
避
難
所
関

係
者
各
位
の
懸
命
な

努
力
で
改
善
さ
れ
て

い
た
。

　

し
か
し
、
性
暴
力

の
問
題
や
、
エ
コ
ノ

ミ
ー
症
候
群
の
発

生
、
避
難
所
間
に
お

け
る
待
遇
格
差
、
行

政
と
住
民
の
渉
外
問

題
な
ど
、
こ
れ
か
ら

「
と
に
か
く
現
場
に
行
く
」

熊本地震　被災地訪問（５月７日～８日）　報告

継続した現地とのかかわりを継続した現地とのかかわりを

熊本市役所で吉良直子課長補佐（右３人目）と
懇談し、支援物資等を手渡した　　　　　　　

熊本協会で木村孝文会長、徳永俊英副会長、
鈴木俊一事務局長と懇談　　　　　　　　　

学
ん
だ
こ
と

活
か
し
て
い
き
た
い

京
都
歯
科
協
会　

理
事　
　

平
田　

高
士

西
宮
・
芦
屋
支
部　
　

林　
　
　

功
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歯
科
部
会
は
但
馬
支
部
と
共

催
で
４
月
29
日
、
２
０
１
６
年

歯
科
新
点
数
Ｑ
＆
Ａ
研
究
会
を

豊
岡
市
内
で
開
催
。
協
会
講
師

陣
が
講
師
を
務
め
、
10
人
が
参

加
し
た
。
角
野
亮
太
朗
先
生
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

　

私
の
よ
う
な
地
方
在
住
者
に

と
っ
て
、
講
習
会
参
加
は
た
と

え
半
日
で
も
移
動
を
伴
う
た
め

１
日
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
し
て
３
月
は
子
ど
も
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
非
常
に
多
忙

な
時
期
で
す
。
年
度
に
よ
っ

て
、
点
数
説
明
会
に
参
加
で
き

ず
、
レ
セ
コ
ン
の
流
れ
ど
お
り

に
診
療
が
進
行
す
る
年
も
あ
り

ま
し
た
。
今
回
の
よ
う
に
近
隣

の
場
所
で
の
開
催
は
と
て
も
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

講
師
の
坂
口
智
計
先
生
、
川

生
士
」
と
い
う
施
設
基
準
に
よ

っ
て
、
特
に
地
方
で
は
届
け
出

が
難
し
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
日
頃
の
点
数
の
疑

問
や
医
院
経
営
、
新
点
数
の
解

釈
や
ス
タ
ッ
フ
育
成
な
ど
、
ど

の
よ
う
に
工
夫
し
て
い
け
ば
い

い
か
率
直
に
意
見
交
換
が
で
き

ま
し
た
。

　

点
数
と
絡
め
た
医
院
経
営
の

話
は
、
他
分
野
の
方
と
は
で
き

な
い
こ
と
で
す
。
歯
科
医
師
同

士
で
も
都
道
府
県
が
違
え
ば
点

数
の
ル
ー
ル
が
異
な
り
、
や
り

に
く
い
で
す
が
、
今
回
の
よ
う

　

歯
科
部
会
は
５
月
22
日
に
協

会
会
議
室
で
歯
科
定
例
研
究
会

「
健
康
長
寿
の
基
盤
は
咀
嚼
と

義
歯
」
を
開
催
。
東
京
医
科
歯

科
大
学
大
学
院
高
齢
者
歯
科
学

分
野
教
授
の
水
口
俊
介
先
生
を

講
師
に
59
人
が
参
加
し
た
。
澤

田
修
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

私
た
ち
歯
科
医
師
も
、
世
界

に
例
が
な
い
ほ
ど
の
急
激
な
超

少
子
高
齢
化
に
伴
う
医
療
シ
ス

テ
ム
に
対
応
し
て
い
か
な
い

と
、
経
営
的
に
も
さ
ら
に
厳
し

く
な
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

神
戸
製
鋼
の
石
炭
火
力
発
電

所
増
設
計
画
に
伴
い
、
関
西
電

力
が
超
高
圧
送
電
線
の
敷
設
を

計
画
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
に

つ
い
て
、
住
民
か
ら
電
磁
波
に

よ
る
健
康
影
響
等
を
懸
念
す
る

声
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
協
会
環
境
・
公
害
対
策
部

は
６
月
４
日
、
関
西
電
力
か
ら

説
明
を
受
け
た
。
協
会
か
ら
森

岡
芳
雄
副
理
事
長
、
森
下
順
彦

・
山
中
忍
両
理
事
が
参
加
、
関

西
電
力
の
神
戸
電
力
部
送
電
用

地
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
荒
川

恭
次
氏
ら
３
人
が
計
画
の
概
要

等
を
説
明
し
た
。

　

関
西
電
力
は
計
画
に
つ
い

て
、
灘
区
の
海
側
に
あ
る
神
鋼

石
炭
火
力
発
電
所
か
ら
山
手
の

新
神
戸
変
電
所
ま
で
地
中
送
電

線
を
敷
設
す
る
予
定
で
現
在
、

調
査
工
事
中
と
し
、
当
初
予
定

し
て
い
た
開
削
工
事
か
ら
、
地

中
深
く
に
ト
ン
ネ
ル
管
を
埋
め

送
電
線
を
通
す
ト
ン
ネ
ル
工
法

に
工
法
を
変
更
し
、
２
ル
ー
ト

を
検
討
中
で
あ
る
と
し
た
。

　

電
磁
波
の
健
康
影
響
に
つ
い

て
は
、
国
際
が
ん
研
究
機
関

（
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
が
グ
ル
ー
プ
２

Ｂ
（
発
が
ん
の
疑
い
が
あ
る
）

に
分
類
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
と
同
等
の
評
価

で
、
因
果
関
係
を
み
な
せ
る
ほ

ど
強
く
な
い
な
ど
と
説

明
。
電
磁
波
の
強
さ
は
、

今
回
の
計
画
で
は
、
地
下

４
ｍ
に
ト
ン
ネ
ル
を
埋
め

る
と
、
地
上
で
２
・
２
マ

イ
ク
ロ
テ
ス
ラ
（
μ
Ｔ
）

程
度
に
な
る
と
し
た
。

　

森
岡
副
理
事
長
は
「
幼

弱
な
人
は
健
康
影
響
が
出

や
す
い
。
汚
染
物
質
は
少

な
い
方
が
い
い
と
い
う
観

点
に
立
っ
て
事
業
を
行
っ

て
ほ
し
い
」
な
ど
と
要
請

し
た
。

飯
事
か
と
思
い

ま
す
。
さ
ら

に
、
こ
れ
か
ら

は
自
院
へ
来
院

で
き
な
く
な
っ

た
患
者
さ
ま
の

と
こ
ろ
へ
出
向

く
医
療
を
提
供

し
な
い
と
い
け

な
く
な
り
、
訪

に
地
方
、
少
人
数
だ
と
そ
の
よ

う
な
話
し
合
い
も
で
き
、
非
常

に
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま

し
た
。

【
豊
岡
市
・
歯
科

 

角
野
亮
太
朗
】

　

こ
の
春
の
診
療
報
酬
改
定
も

地
域
包
括
ケ
ア
を
考
慮
し
た
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
水
口
先
生

の
講
演
内
容
で
は
、
咀
嚼
で
き

る
こ
と
の
重
要
性
と
、
全
身
へ

の
影
響
、
健
康
長
寿
な
人
生
を

送
る
た
め
に
は
、
歯
科
医
師
が

日
々
の
口
腔
機
能
管
理
を
い
か

に
継
続
的
に
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に

取
り
入
れ
ら
れ
る
か
が
重
要
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

自
院
内
で
の
診
療
で
的
確
な

ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
口

腔
機
能
管
理
を
行
う
の
は
、
皆

さ
ま
も
毎
日
の
臨
床
で
日
常
茶

問
診
療
や
往
診
も
積
極
的
に
行

う
こ
と
で
臨
床
経
験
を
積
ん
で

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
し
て
い
か
な

い
と
、
患
者
さ
ま
に
よ
り
良
い

診
療
を
提
供
で
き
な
く
な
る
時

代
だ
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
癌
等
の
周
術
期
の
病

院
と
の
連
携
も
こ
れ
か
ら
の
課

題
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
２
人
に

１
人
は
癌
に
な
り
、
当
然
癌
の

治
療
に
関
連
す
る
患
者
さ
ま
の

来
院
も
増
加
傾
向
に
あ
る
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
咀
嚼
が

健
康
長
寿
に
い
か
に
影
響
を
及

ぼ
す
か
を
患
者
さ
ま
に
う
ま
く

啓
発
で
き
る
よ
う
に
、
日
夜
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
毎
日
の

臨
床
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
機
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
水
口
先
生
に
第

２
弾
と
し
て
高
齢
者
歯
科
等
の

臨
床
例
の
お
話
を
お
伺
い
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
灘
区
・
歯
科

 

澤
田　
　

修
】

村
雅
之
先
生
か

ら
、
今
回
の
改
定

の
目
玉
と
さ
れ
て

い
る
『
か
か
り
つ

け
歯
科
医
機
能
強

化
型
歯
科
診
療

所
』
に
つ
い
て
の

考
え
方
、
率
直
な

意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、『
歯
科
治

療
総
合
医
療
管
理

料
（
Ⅱ
）』
に
つ

い
て
は
、
せ
っ
か

く
の
新
設
項
目
が

「
常
勤
の
歯
科
衛

感
想
文

「常勤の歯科衛生士」の施設基準は
特に地方では難しいとの意見も　 

咀嚼できることの重要性など
について語る水口先生　　　

送電線敷設計画について関西電力から
説明を受けた　　　　　　　　　　　

感 想 文

歯科保険請求
79

〈歯冠修復物または補綴物の除去〉
Ｑ１　歯冠修復物または補綴物の除去に
おいて、「ポンティックのみの除去」の
算定方法が変更になった。「連結された
歯冠修復物の切断」はこれまで通り。た
とえば次のような場合の取り扱いは。
１ ．⑦６⑤　ブリッジの６　ポンティッ

クのみを除去した場合
２ ．⑦６⑤　ブリッジをすべて除去した

場合
３ ．⑦６５④　ブリッジをすべて除去し

た場合（第一小臼歯は全部金属冠）
４ ．⑧７６⑤④　ブリッジをすべて除去

した場合
Ａ１　
１ ．ポンティック１歯の除去となり、

「困難なもの」32点×１の算定。
２ ．FMC２歯およびポンティック１歯の

除去となり、「困難なもの」32点×３
の算定。

３ ．FMC２歯およびポンティック２歯の
除去となり、「困難なもの」32点×４
の算定。

４ ．FMC３歯およびポンティック２歯の
除去、④⑤間切断で、「困難なもの」
32点×６の算定。

〈忘れていませんか
「歯科訪問診療料の注13に規定
 する基準」の施設基準の届出〉
Ｑ２　歯科訪問診療料を来年４月以降も
算定するには、2017年３月31日までに、
在宅専門でないことを示す「歯科訪問診
療料の注13に規定する基準」の施設基準
の届出が必要とされたが、届出前１月間

の実績は延べ人数か。訪問診療の実績が
まだない場合は０人と記載して届出する
のか。
Ａ２　いずれもその通りです。届出添付
書類は、様式21の３の２。届出書の別添
２のタイトルは「歯科訪問診療料の注13
に規定する基準」と記載して提出してく
ださい。
　また、「歯援診」を届出済みの先生に
ついても、様式18の届出添付書類の様式
が変更され、在宅専門でないことを示す
項目が増えていますので、１～８までを
記載して、2017年３月31日までに再提出
が必要です。
　届出様式は下記からもダウンロード可
能です。
　協会ウェブサイトトップページ→2016
年診療報酬改定特設ページ→「歯科によ
くある質問」→歯科・主な施設基準の届
出様式

〈「歯清」や「Ｆ局」の際の
 レセプト摘要欄記載〉
Ｑ３　「歯清」や「Ｆ局」の際のレセプ
ト「摘要」欄記載は、当該処置が初回の
場合は初回である旨を記載し、２回目以
降の場合は２回目以降である旨および前
回実施月を記載するが、再初診になった
場合でも前回実施月を記載するのか。
Ａ３　再初診になった場合は、以前の実
施月の記載でなく、リセットされますの
で初回となります。
◆不当な査定・減点には、再審査請求を
しましょう
◆歯科保険請求、返戻・減点等のご相談
は、☎078－393－1809（歯科直通）まで

歯科新点数Q&A研究会in但馬

新点数の解釈など
率直に意見交換

歯
科
定
例
研
究
会

日
々
の
口
腔
機
能
管
理

継
続
的
に
行
う
方
法
学
ぶ

「ストップ！患者負担増」「ストップ！患者負担増」

署名にご協力ください！署名にご協力ください！

署名用紙などの追加注文は、☎078－393－1807まで

目標３万筆 ７月まで

◀
署
名
用
紙 署名付ポケットティッシュ▲

　現在13,050筆６／13

環境・公害対策部

送電線新設計画を
 関西電力が説明

歯科定例研究会

日　時　７月17日（日）14時～17時　　会　場　協会５階会議室
講　師　医療法人社団インテリデント　CT＆米国式根管治療センター理事長
　　　　東京医科歯科大学歯学部非常勤講師　寺内　吉継先生
定　員　120人（事前申込順）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

成功率99.3％の歯内療法とは成功率99.3％の歯内療法とは
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行 事 の ご 案 内行 事 の ご 案 内
開業・医院経営に役立つセミナーと研究会

〈医科〉〈医科〉勤務医のための開業特別セミナー勤務医のための開業特別セミナー
日 時 6月25日(土)14時30分~18時30分
会 場 兵庫県私学会館2階201号室  参加費 2,000円

　先輩開業医の開業体験や、
開業を考えるために押さえて
おくべきポイントなどを紹介し
ます。具体的に開業をお考え
の先生はもちろん、漠然と将
来をお考えの先生もお気軽に
ご参加ください。ご家族の参
加も歓迎です。

第１部「私の開業体験」
講　師　長谷川吉昭先生（尼崎市・はせがわ内科院長）
第２部 ①「開業コンセプトの策定と開業地選定のポイント」
　　　　 ㈱日本医業総研コンサルティング部チーフマネージャー　山下　明宏氏
　　　② 「開業資金の作り方と開業後の収支」
　　　　 税理士法人日本経営医療事業部次長　小松　祐介氏

参加希望・お問い合わせは　☎078-393-1817　組織部まで

参加希望・お問い合わせは　☎078－393－1817　組織部まで

新規開業医研究会新規開業医研究会
新規開業医必修！ 押さえておきたい保険請求や医院経営のポイントを
効率よく学習できます。特に６カ月新規指導対策として最適です。

歯科部会より
◇７月歯科定例研究会
「成功率99.3％の歯内療法とは」
日　時　７月17日（日）14時～17時
会　場　保険医協会会議室
講　師　 医療法人社団インテリデント　CT&米国式

根管治療センター理事長、東京医科歯科大学
歯学部非常勤講師　寺内　吉継先生

参加費　無料
参加希望・お問い合わせは
☎078-393-1809　歯科部会まで

まだ協会にお入りでない先生へ
ご入会、保険医協会のご利用に
関するお問い合わせは
医科：078-393-1817 組織部
歯科：078-393-1809 歯科部会
まで、お気軽にお問い合わせください。

ご入会の上
ご参加
ください

医院経営研究会医院経営研究会日常診療にすぐ役立つ日常診療にすぐ役立つ
　　診療内容向上研究会診療内容向上研究会

日　時　６月25日（土）14時30分～17時
講　師　中村　明　税理士
会　場　保険医協会会議室
参加費　3,000円
　　　　（医院経営研究会員は無料）

日　時　７月16日（土）17時～
会　場　保険医協会会議室
講　師　 獨協医科大学越谷病院　こころ

の診療科教授　井原　裕先生
参加費　無料

〈６月例会〉
税務調査慌てないために高齢者時代の精神科プライマリケア

参加希望・お問い合わせは
☎078-393-1817　税務・経営部まで

参加希望・お問い合わせは
☎078-393-1803　研究部まで

日　時　７月24日（日）10時～17時
会　場　保険医協会会議室　　参加費　5,000円（昼食・資料代含む）

　新規開業医研究会は、隔月で開催しております。

午前 ⑴ 審査・減点の現状と対策
　　 ⑵ 保険診療と保険請求の要点

午後 ⑶ 新規開業に必要な税務対策
　　 ⑷ 知っておくべき最低限度の労基法
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北
播
支
部
は
５
月
14
日
、
小

野
市
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

で
市
民
公
開
企
画
・
映
画
「
徘

徊
―
マ
マ
リ
ン
87
歳
の
夏
―
」

上
映
会
を
開
催
し
、
１
２
１
人

が
参
加
し
た
。
同
作
は
認
知
症

の
母
と
の
生
活
を
娘
が
ユ
ー
モ

ア
で
乗
り
切
っ
て
い
く
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
。
上
映
後
に

は
加
東
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
石
田
浩
一
氏
が
「
加
東

市
認
知
症
地
域
資
源
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
活
動
紹
介
を
行
っ

た
。
柏
木
有
二
先
生
の
感
想
を

紹
介
す
る
。

　

こ
の
映
画
を
観
て
、
本
当
に

こ
の
よ
う
に
徘
徊
す
る
人
と
共

同
生
活
を
う
ま
く
や
っ
て
い
け

る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
映
画
の
よ
う
に
う
ま

く
や
っ
て
い
け
る
の
は
、
病
気

の
病
期
・
進
行
具
合
・
認
知
症

に
対
す
る
知
識
の
深
さ
・
異
常

行
動
に
対
す
る
対
処
法
・
近
隣

の
見
守
り
な
ど
が
関
係
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

都
会
の
真
ん
中
で
地
域
の
住

民
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
助
け
を

借
り
て
こ
の
よ
う
に
生
活
し
て

い
け
る
の
は
、
娘
さ
ん
が
自
宅

で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
営
ん
で
い

て
、
近
隣
に
知
人
が
た
く
さ
ん

お
ら
れ
、
ま
た
以
前
か
ら
親
子

り
ま
せ
ん
。
住
民
一
人
ひ
と
り

が
認
知
症
に
対
し
て
理
解
を
示

さ
な
い
と
い
け
な
い
時
期
に
来

　

淡
路
支
部
は
５
月
28
日
、
洲

本
市
文
化
体
育
館
で
第
38
回
支

部
総
会
を
開
催
し
、
２
０
１
５

年
度
の
支
部
活
動
の
ま
と
め
と

２
０
１
６
年
度
の
方
針
を
採
択

し
た
。

　

記
念
市
民
公
開
企
画
と
し

て
、「
認
知
症
と
レ
ビ
ー
小
体

型
認
知
症
の
基
礎
知
識
」
を
テ

ー
マ
に
松
井
裕
介
先
生
（
県
立

淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
精
神
科
医

長
）
が
講
演
し
、
映
画
「
妻
の

病
―
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
」

の
上
映
を
行
っ
た
。
医
師
・
歯

科
医
師
・
市
民
ら
66
人
が
参
加

し
た
。

　

映
画
「
妻
の
病
」
は
、
レ
ビ

ー
小
体
型
認
知
症
と
な
っ
た
妻

と
、
そ
の
夫
で
あ
る
医
師
の
２

人
の
日
々
を
記
録
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
。

　

企
画
終
了
後
、
市
民
か
ら

は
、「（
映
画
の
）
主
人
公
の
石

本
先
生
の
、
夫
で
あ
り
、
医
者

と
し
て
の
分
析
は
本
当
に
愛
が

あ
り
、
妻
を
理
解
さ
れ
た
か
ら

て
い
る
の
で
す
。

 

【
小
野
市　

柏
木　

有
二
】

は
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
を
掲

げ
、
認
知
症
の
人
で
も
最
後
ま

で
地
域
で
生
活
し
て
い
け
る
た

め
に
、
住
民
の
力
、
地
域
の
見

守
り
が
必
要
と
な
る
よ
う
な
施

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
映

画
は
誠
に
理
想
的
な
も
の
で
あ

る
と
同
時
に
、
最
近
の
近
隣
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
希
薄
さ

に
対
す
る
警
鐘
も
鳴
ら
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
２
０
２
５
年
に

は
、
介
護
保
険
料
が
８
２
０
０

円
ほ
ど
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
国
は
増
え
続
け
る
介
護
保

険
給
付
を
抑
え
る
た
め
、
介
護

利
用
者
の
負
担
を
増
や
し
、
介

護
給
付
費
を
抑
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
国
の
施
策

が
進
む
と
、
こ
れ
か
ら
家
族
の

介
護
に
か
か
る
負
担
を
で
き
る

だ
け
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
、
自

助
は
も
ち
ろ
ん
、
互
助
・
共
助

（
住
民
の
助
け
合
い
）
が
必
要

と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
他
人
事
で
は
あ

関
係
が
非
常
に
う

ま
く
い
っ
て
い
た

証
で
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

昼
夜
を
問
わ
ず

徘
徊
す
る
母
が
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
だ
と
す
れ

ば
、
認
知
症
の
中

期
の
状
態
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
転
倒
を

契
機
に
寝
た
き
り

に
な
っ
て
い
く
の

で
し
ょ
う
が
、
国

こ
そ
の
発
見
な
の

だ
と
感
じ
ま
し

た
」「
な
か
な
か

打
ち
明
け
ら
れ
な

い
こ
と
を
表
現
し

て
い
た
だ
き
、
感

謝
し
ま
す
」「
心

に
寄
り
添
う
介

護
、
認
知
症
を
病

気
と
し
て
知
る
こ

と
が
全
て
の
始
ま

り
と
思
い
ま
す
」

な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
好
評
を

博
し
た
。

市民ら121人が参加し、会場はいっぱいに

市民が認知症について知り、考える機会
となった　　　　　　　　　　　　　　

　

読
売
巨
人
軍
の
選
手
の
野
球

賭
博
問
題
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

内
定
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
の

違
法
賭
博
問
題
に
ま
で
広
が
っ

た
。
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
同
調

し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
が

彼
ら
を
バ
ッ
シ
ン
グ
す
る
が
、

は
た
し
て
何
を
問
題
に
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
？

　

違
法
賭
博
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
合
法
賭
博
も
あ
る
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
合
法
賭
博
と

は
、
日
本
で
は
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

や
競
馬
・
競
輪
で
あ
り
、
ラ
ス

ベ
ガ
ス
で
の
カ
ジ
ノ
は
合
法
賭

博
で
あ
る
。
税
収
を
増
や
す
た

め
に
、
橋
下
前
大
阪
府
知
事
は

大
阪
に
カ
ジ
ノ
誘
致
を
提
案
し

た
。
同
じ
よ
う
な
内
容
で
あ
っ

て
も
、
賭
博
の
〝
寺
銭
〞
を
国

が
も
ら
え
ば
合
法
で
あ
り
、
暴

力
団
が
も
ら
え
ば
違
法
な
だ
け

な
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
、
今

回
は
何
を
問
題
に
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
？

　

違
法
賭
博
は
暴
力
団
の
資
金

源
に
な
る
か
ら
や
っ
て
は
い
け

な
い
？　

こ
れ
は
理
解
で
き

る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に

は
、
日
本
に
お
け
る
暴
力
団
の

歴
史
的
お
よ
び
現
在
に
お
け
る

存
在
意
義
を
同
時
に
議
論
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

賭
博
は
依
存
症
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
？　

も
し
、
そ
れ
が

正
し
い
な
ら
、
合
法
賭
博
も
日

本
で
は
中
止
に
す
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
？　

特
に
ア
ス
リ

ー
ト
は
一
般
人
よ
り
賭
博
愛
好

家
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、

若
者
が
大
金
を
手
に
す
れ
ば
、

今
回
の
よ
う
に
賭
博
に
手
を
出

す
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

　

賭
博
の
金
額
に
つ
い
て
も
議

論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
学
生
の

賭
け
麻
雀
も
、
医
局
で
の
賭
け

ゴ
ル
フ
も
、
金
額
が
少
な
い
か

ら
お
と
が
め
が
な
い
が
、
金
額

が
１
０
０
万
円
に
な
る
と
検
挙

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
掛
け

金
の
額
で
は
な
く
、
賭
博
に
つ

い
て
の
本
質
的
な
議
論
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

　

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
同
調
し

て
彼
ら
を
バ
ッ
シ
ン
グ
す
る
前

に
、
問
題
の
背
景
を
常
に
考

え
、
本
音
の
議
論
に
し
な
け
れ

ば
、
特
定
の
若
者
を
犠
牲
者
と

し
て
も
社
会
は
何
も
変
わ
ら
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

©
 G
A
G
A
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orporation. 
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違法賭博の問題性
背景を考える

西宮市　　伊賀　幹二

感 想 文

徘
徊　

み
ん
な
で

　

み
れ
ば
恐
く
な
い

北
播
支
部　

市
民
公
開
企
画
・
映
画
上
映
会

北
播
支
部　

市
民
公
開
企
画
・
映
画
上
映
会

帰
っ
て
き
た

ヒ
ト
ラ
ー　

白岩一心

93

日　時　６月25日（土）14時30分～16時30分
会　場　加東市・滝寺荘
記念講演　スタッフ定着のポイント
講　師　社会保険労務士　桂好志郎氏
※終了後、懇親会（無料）

■北播支部■第32回支部総会

日　時　７月16日（土）14時～16時
会　場　明石商工会議所会館７階ホール
テーマ　 接客のプロCAから教わる心通わす接遇
講　師　 西岡ひとみ氏（JALキャビン

アテンダントとして長年勤務）
参加費　1000円　※受講証を発行

■明石支部■接遇研修会

日　時　７月16日（土）14時～16時
会　場　いたみホール　多目的ホール
テーマ　外来における医療安全管理
講　師　近畿中央病院・医療安全管理者　神﨑英子氏
参加費　1000円　※受講証を発行

■北阪神支部■医療安全管理対策研修会

日　時　７月30日（土）14時30分～17時30分
会　場　尼崎商工会議所701会議室
記念講演　アスベスト被害を考える
講師①　灘区・大西内科クリニック　大西一男先生
講師②　 神戸新聞論説委員　加藤正文氏
※終了後、懇親会（無料）

■尼崎支部■第45回支部総会

融資制度のご案内

★取り扱い金融機関は、京都銀行、みなと銀行、但馬銀行、尼崎信用金庫、姫路信用金庫、
　日新信用金庫、淡路信用金庫、中兵庫信用金庫です。
★金融機関により利率、借入金額の上限が異なりますので、
　詳細は融資部☎078－393－1817有本までお問い合わせください。

医院の運転資金や増改築資金、ご子息の教育費、開業資金などにご利用ください。
勤務医のみなさま方には無担保の勤務医生活安定資金をご用意しています。

勤務医生活安定資金

新規開業資金

子弟教育資金設備資金

運転資金 住宅資金

最高最高 最高

最高最高最高

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

淡路支部　第38回総会・記念企画淡路支部　第38回総会・記念企画

認知症との
向き合い方考える

　

昨
今
、
日
本
国
憲
法
に
、

「
緊
急
事
態
条
項
」
を
盛
り
込

む
べ
き
か
ど
う
か
、
賛
否
が
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
に
優
れ
た
ワ
イ
マ
ー

ル
憲
法
の
下
で
、
ナ
チ
ス
ド
イ

ツ
の
ヒ
ト
ラ
ー
が
、
な
ぜ
合
法

的
に
権
力
を
掌
握
し
、
独
裁
体

制
を
敷
い
て
い
っ
た
の
か
、
意

識
し
な
が
ら
鑑
賞
す
る
と
、
心

か
ら
笑
え
な
く
な
る
「
痛
快
喜

劇
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

歴
史
上
の
絶
対
悪
人
・
ヒ
ト

ラ
ー
が
現
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
、
蘇
り
ま
す
。
モ
ノ
マ
ネ

芸
人
と
誤
解
さ
れ
、
全
て
が
変

わ
っ
た
現
代
社
会
で
、
テ
レ
ビ

界
の
大
ス
タ
ー
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
大
胆
不
敵
で
、
ヒ
ト
ラ

ー
が
芸
人
と
い
う
、
そ
の
ギ
ャ

ッ
プ
に
腹
の
底
か
ら
笑
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

ヒ
ト
ラ
ー
の
愛
国
心
、
情
熱

な
ど
は
、
現
代
で
も
支
持
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
ま
っ
す
ぐ
な
情

熱
に
惹
か
れ
、
正
気
と
狂
気
に

巻
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
、
こ
の
作
品
の

原
作
小
説
が
ド
イ
ツ
で
出
版
さ

れ
、
絶
賛
と
非
難
の
双
方
の
声

が
高
ま
る
中
で
映
画
化
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
代
社
会
で
も
人
々
は
、
ヒ

ト
ラ
ー
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
持
ち
、
政
治
不
満
や
経

済
不
況
か
ら
脱
し
て
く
れ
そ
う

な
人
材
を
求
め
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
、
歴
史

を
振
り
返
り
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ

る
ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺
、
収
容
所

の
現
場
を
思
い
返
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
時
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
の
よ
う
な
出
来
事
の
際
に

は
、
強
い
指
導
者
が
希
望
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
平
和
主
義
、
国

民
主
権
、
基
本
的
人
権
の
尊
重

を
基
盤
と
し
た
真
の
民
主
主
義

と
は
何
な
の
か
、
改
め
て
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
代
で
危
惧
さ
れ
る
こ
の
よ

う
な
難
問
。
ま
ず
は
こ
の
作
品

で
、
現
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
て
き
た
ヒ
ト
ラ
ー
に
爆
笑
し

て
、
真
っ
直
ぐ
な
情
熱
に
冷
め

た
視
線
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

現
代
の
ネ
ッ
ト
社
会
で
、
巧

み
に
思
想
を
洗
脳
す
る
環

境
下
に
あ
る
こ
と
も
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
大
衆
文

化
か
ら
国
民
の
心
を
掴
む
人
物

・
思
想
が
、
笑
え
な
い
独
裁
体

制
確
立
に
つ
な
が
る
危
惧
が
あ

る
こ
と
も
、
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

映
画
館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
で

笑
い
転
げ
る
「
帰
っ
て
き
た
ヒ

ト
ラ
ー
」。
ぜ
ひ
映
画
館
に
足

を
運
ん
で
、
ま
ず
は
笑
っ
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
憲
法
へ
の

緊
急
事
態
条
項
新
設
阻
止
に
向

け
て
、
改
憲
勢
力
に
負
け
な
い

主
張
を
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？　

今
こ
そ
、
世
界
に
冠

た
る
日
本
国
憲
法
に
誇
り
を
持

ち
、
優
れ
た
条
文
を
守
る
立
場

を
尊
重
し
た
い
も
の
で
す
。

　

「
帰
っ
て
き
た
ヒ
ト
ラ

ー
」。
笑
え
る
と
と
も
に
、
今

の
日
本
に
と
っ
て
、
と
て
も
意

義
深
い
作
品
で
す
。

 

【
赤
穂
郡
・
白
岩
歯
科
医
院
】
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科目 レセプト
（件数）

総点数 技術料 薬剤料
置換前 置換後 増減点 増減率（％） 置換前 置換後 増減点 増減率（％） 置換前 置換後 増減点 増減率（％）

心精整
院外

社保　20 7,539 7,530 －9 －0.12 7,371 7,373 2 0.03 168 157 －11 －6.55
国保　20 7,196 7,196 0 0.00 7,196 7,196 0 0.00 0 0 0 0.00
後期　20 8,416 8,398 －18 －0.21 8,080 8,084 4 0.05 336 314 －22 －6.55
計　　60 23,151 23,124 －27 －0.12 22,647 22,653 6 0.03 504 471 －33 －6.55

皮
院外

社保　20 7,976 7,976 0 0.00 7,976 7,976 0 0.00 6 6 0 0.00
国保　20 8,284 8,282 －2 －0.02 8,260 8,259 －1 －0.01 24 23 －1 －4.17
後期　20 11,420 11,458 38 0.33 11,416 11,454 38 0.33 4 4 0 0.00
計　　60 27,680 27,716 36 0.13 27,652 27,689 37 0.13 34 33 －1 －2.94

内小
院外

社保　20 16,776 16,766 －10 －0.06 16,452 16,462 10 0.06 324 304 －20 －6.17
国保　20 12,895 12,913 18 0.14 12,724 12,750 26 0.20 171 163 －8 －4.68
後期　20 14,669 14,677 8 0.05 14,639 14,646 7 0.05 30 31 1 3.33
計　　60 44,340 44,356 16 0.04 43,815 43,858 43 0.10 525 498 －27 －5.14

外胃
院外

社保　20 10,702 10,712 10 0.09 10,570 10,585 15 0.14 132 127 －5 －3.79
国保　20 13,985 13,983 －2 －0.01 13,919 13,919 0 0.00 66 64 －2 －3.03
後期　20 18,178 18,188 10 0.06 17,924 17,939 15 0.08 254 249 －5 －1.97
計　　60 42,865 42,883 18 0.04 42,413 42,443 30 0.07 452 440 －12 －2.65

内皮
院外

社保　20 34,093 34,138 45 0.13 33,573 33,627 54 0.16 520 511 －9 －1.73
国保　20 33,360 33,211 －149 －0.45 33,273 33,124 －149 －0.45 87 87 0 0.00
後期　20 48,199 48,211 12 0.02 47,365 47,415 50 0.11 834 796 －38 －4.56
計　　60 115,652 115,560 －92 －0.08 114,211 114,166 －45 －0.04 1,441 1,394 －47 －3.26

整
院外

社保　20 16,619 16,512 －107 －0.64 16,063 16,002 －61 －0.38 556 510 －46 －8.27
国保　20 32,892 32,791 －101 －0.31 19,917 19,926 9 0.05 12,975 12,865 －110 －0.85
後期　20 51,978 49,613 －2,365 －4.55 45,494 44,308 －1,186 －2.61 6,484 5,305 －1,179 －18.18
計　　60 101,489 98,916 －2,573 －2.54 81,474 80,236 －1,238 －1.52 20,015 18,680 －1,335 －6.67

眼
院外

社保　20 16,277 16,380 103 0.63 16,262 16,367 105 0.65 15 13 －2 －13.33
国保　20 17,850 17,860 10 0.06 17,850 17,860 10 0.06 0 0 0 0.00
後期　20 21,927 21,927 0 0.00 21,925 21,925 0 0.00 2 2 0 0.00
計　　60 56,054 56,167 113 0.20 56,037 56,152 115 0.21 17 15 －2 －11.76

内
院外

社保　20 19,482 19,542 60 0.31 19,482 19,542 60 0.31 0 0 0 0.00
国保　20 22,350 22,413 63 0.28 22,350 22,413 63 0.28 0 0 0 0.00
後期　20 34,871 34,798 －73 －0.21 34,871 34,798 －73 －0.21 0 0 0 0.00
計　　60 76,703 76,753 50 0.07 76,703 76,753 50 0.07 0 0 0 0.00

内
院外

社保　20 13,555 13,544 －11 －0.08 13,478 13,469 －9 －0.07 77 75 －2 －2.60
国保　20 14,662 14,442 －220 －1.50 14,236 14,060 －176 －1.24 426 382 －44 －10.33
後期　20 15,110 14,585 －525 －3.47 12,210 12,225 15 0.12 2,900 2,360 －540 －18.62
計　　60 43,327 42,571 －756 －1.74 39,924 39,754 －170 －0.43 3,403 2,817 －586 －17.22

外内
院内

社保　20 22,293 21,722 －571 －2.56 14,959 14,957 －2 －0.01 7,334 6,765 －569 －7.76
国保　20 28,044 27,004 －1,040 －3.71 18,276 18,221 －55 －0.30 9,768 8,783 －985 －10.08
後期　20 41,354 39,256 －2,098 －5.07 23,270 23,282 12 0.05 18,084 15,974 －2,110 －11.67
計　　60 91,691 87,982 －3,709 －4.05 56,505 56,460 －45 －0.08 35,186 31,522 －3,664 －10.41

外
院内

社保　10 15,334 15,292 －42 －0.27 13,576 13,612 36 0.27 1,758 1,680 －78 －4.44
国保　10 22,845 22,440 －405 －1.77 15,840 15,787 －53 －0.33 7,005 6,653 －352 －5.02
後期　10 24,514 24,062 －452 －1.84 17,097 17,100 3 0.02 7,417 6,962 －455 －6.13
計　　30 62,693 61,794 －899 －1.43 46,513 46,499 －14 －0.03 16,180 15,295 －885 －5.47

内
院内

社保　20 21,721 21,045 －676 －3.11 14,800 14,790 －10 －0.07 6,921 6,255 －666 －9.62
国保　20 28,118 27,529 －589 －2.09 19,045 19,003 －42 －0.22 9,073 8,526 －547 －6.03
後期　20 24,628 23,915 －713 －2.90 15,312 15,326 14 0.09 9,316 8,589 －727 －7.80
計　　60 74,467 72,489 －1,978 －2.66 49,157 49,119 －38 －0.08 25,310 23,370 －1,940 －7.66

内小外
院内

社保　20 17,340 17,228 －112 －0.65 14,384 14,360 －24 －0.17 2,956 2,868 －88 －2.98
国保　20 20,820 20,375 －445 －2.14 13,547 13,555 8 0.06 7,273 6,820 －453 －6.23
後期　20 29,887 28,877 －1,010 －3.38 19,887 19,917 30 0.15 10,000 8,960 －1,040 －10.40
計　　60 68,047 66,480 －1,567 －2.30 47,818 47,832 14 0.03 20,229 18,648 －1,581 －7.82

総計 828,159 816,791 －11,368 －1.37 704,869 703,614 －1,255 －0.18 123,296 113,183 －10,113 －8.20
院外 531,261 528,046 －3,215 －0.61 504,876 503,704 －1,172 －0.23 26,391 24,348 －2,043 －7.74
院内 296,898 288,745 －8,153 －2.75 199,993 199,910 －83 －0.04 96,905 88,835 －8,070 －8.33

2016年度診療報酬改定による影響調査結果〈医科・入院外〉

全体・本体ともマイナス
～ほど遠い地域医療再生

表　協会会員医療機関における2016年２月診療分の社保、国保、後期高齢者の各レセプト置き換え

　４月１日から実施された診療報酬改定
は、政府公称の数字から除外されていた
薬価引き下げ分を含めると、全体で▲
1.44％（本体＋0.49％、薬価・材料費▲
1.93％）で、国費ベースでは▲1473億円
となっている。今次改定について実際の
影響率を調査するため、協会は改定前の
2016年２月診療分レセプトについて、新
点数への置き換えを行った。医科診療所
の13会員医療機関から、社保・国保・後
期高齢あわせて750枚の入院外レセプト
提出の協力を得た。

本体は▲0.18％　在宅改定が影響
　置き換え結果（下表）は、13医療機関
合計で全体▲1.37％、本体（技術料）▲

0.18％となった。院内処方の医療機関で
は薬価引き下げの影響が大きいが、技術
料でも、公称の＋0.56％（医科本体）と
は異なりマイナスとなった。
　各種の乳幼児加算や採血、創傷処置
（処理）、注射などの技術料が引き上げ
られているが、複数の検査料が引き下げ
られたことなどにより、外来診療分では
改定幅はほぼゼロとなっている。さら
に、今回の置き換えでは対象レセプトが
少ないものの、在宅自己注射指導管理料
「月28回以上」の60点引き下げや在宅時
医学総合管理料の変更など、在宅医療点
数の改定が影響し、全13医療機関では本
体もマイナスとなった。政府は「本体プ
ラス改定」を喧伝してきたが、置き換え

結果をみると、地域医療に携わる開業医
の実感とは異なると言える。
　置き換え結果に反映されていない新設
点数について、鼻腔・ 咽頭拭い液採取
（５点）は汎用点数になりそうだが、血
液採取と異なり、インフルエンザ流行期
などに算定が偏ると思われる。厚労省の
疑義解釈により算定は１日につき１回の
みとされたため、プラス影響はさらに限
定される。
　その他の新設点数では、認知症地域包
括診療加算（30点）は、地域包括診療加
算と同様の施設基準が求められることか
ら、算定する医療機関は少数に留まるこ
とが予想される。また、これまで一般名
処方加算（２点）を算定していた医療機

関が同加算１（３点）を、院内処方の医
療機関が外来後発医薬品使用体制加算１
（４点）を算定したと仮定し置き換えて
も、プラス影響は限定される。

初・再診料の引き上げが不可欠
　今次改定は、「かかりつけ医機能の強
化」や「後発医薬品のさらなる促進」と
いう政府方針に沿った新設点数を算定し
た場合、わずかにプラスとなるかもしれ
ないが、これまでの地道な地域医療を評
価した内容では到底ない。長年にわたる
低医療費政策で疲弊した地域医療を再生
し底上げするためには、技術料の中核で
ある初・再診料の引き上げこそが必要不
可欠である。


